
2021年2月号２月の安全運転のポイント
人　<車>　道路

(1)　一点だけを注視したり、ぼんやり見ているだけで

なく、絶えず前方に注意するとともに、ルームミラーや

サイドミラーなどによつて周囲の交通の状況に目を配り

ましよう。また、高速になると視力が低下し、特に近く

のものが見えにくくなるので、注意しましよう。

(2)　疲労の影響は、目に最も強く現われます。疲労の

度が高まるにつれて、見落としや見間違いが多くなるの

で気を付けましよう。

(3)　明るさが急に変わると、視力は、一時急激に低下

します。トンネルに入る前やトンネルから出るときは速

安全な運転をするためには、交通ルールを正しく理解するだけでは十分とはいえません。ドライバー

の視覚機能や錯覚、車に作用する物理的な力や危険な現象などの知識を身につけておくことも大切です。

今回は、安全運転にとって必要な知識をまとめてみました。

緊急自動車の優先

　緊急自動車とは、救急車、消防車、パトカー等の道

路交通法施行令第13条に定められている自動車で、緊

急用務のため、サイレンを鳴らし赤色の警告灯をつけて、

運転中のものをいい、一般の車両は緊急自動車が接近

してきたときは、避譲措置をとる義務があります。

　また、緊急自動車には、通行区分等において、次の

ような特例が認められています（道路交通法第39条）。

・追越しをするためその他やむを得ない必要があると

　きは、道路の右側部分にその全部又は一部をはみ出

　して通行することができる。

・法令の規定により停止しなければならない場合にお

　いても、停止する必要はなく、他の交通に注意して

　徐行して進行することができる。

道路交通法において、一刻一秒を争う救急車や消防車等の緊急自動車は、それ以外の一般車両よりも

優先されることが定められています。また、公共交通を担う路線バス等についても、専用通行帯や優先

通行帯が設けられるなど一定の優先が認められています。そこで今回は、緊急自動車と路線バス等の優

先についてまとめてみました。

緊急自動車とは

　緊急自動車に対する避譲の方法等は、下記のとおり

です（道路交通法第40条、第75条の６第２項）。

①交差点やその付近では、交差点を避け道路の左側に

　寄って一時停止をします（図１）。

②交差点やその付近以外の場所では、道路の左側に寄

　って進路を譲ります。この場合は一時停止の義務づ

　けはありませんが、状況に応じて一時停止をして緊

　急自動車の通行を妨げないようにします。

※上記①と②の場合において、緊急自動車がセンター

　ラインを越えて走行してくる場合は、対向車線側の

　車も道路の左側に寄って進路を譲る義務があります。

③一方通行路で、左側に寄るとかえって緊急自動車の

　通行の妨げとなるような場合は、右側に寄って進路

　を譲ります。

④高速道路で緊急自動車が本線車道に入ろうとしてい

　るときや出ようとしているときは、その通行を妨げ

　てはいけません。

緊急自動車に対する避譲の方法等
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速度を落とし車間距離を十分とる

降雪時には視界が悪くなりますが、特に高速道路などでは吹雪のため

に、ほとんど前方が見えなくなることがあります。そのようなときに無

理をして先に行こうとするのは非常に危険ですから、サービスエリアやパーキングエリアなどの安全な

場所に一時待機して、天候が回復し視界が確保できるまで待つようにします。また、降雪時に走行する

ときは、フロントガラスやサイドミラーに付着した雪で視界が妨げられることがありますから、ときど

き車を安全な場所に止めて雪を払うようにします。

路線バス等とは

路線バス等の優先

　路線バス等とは、道路交通法施行令第10条において、路

線バスのほか、通学・通園バス、人又は貨物を輸送する事

業の用に供する自動車で当該道路におけるその通行の円滑

を図ることが特に必要であると認めて公安委員会が指定し

たものとされており、標識や標示によって指定されます。

　路線バス等については、標識や標示によって専用通行帯

や優先通行帯に指定されている通行帯があります（図２）。

専用通行帯と優先通行帯では、路線バス等以外の車の通行

方法が異なります。

◆専用通行帯

　標識や標示に示されている車の専用通行帯に指定されて

いる通行帯では、当該車のほかに小型特殊自動車、原付バ

イク、自転車などの軽車両は通行できますが、それ以外の

車は、緊急自動車に進路を譲るときや右左折する場合など

のやむを得ない場合を除いて、通行することはできません

（道路交通法第20条、道路標識、区画線及び道路標示に関

する命令別表第１規制標識327の4）。

◆優先通行帯

　標識や標示によって路線バス等の優先通行帯に指定され

ている通行帯は、路線バス等以外の車も通行できます。た

だし、路線バス等が接近してきたときは速やかに優先通行

帯から出なければなりません。

　また、道路の混雑等により、路線バス等が接近してきた

ときに優先通行帯から出られなくなるおそれがあるときに

は、右左折等のやむを得ない場合を除いて、優先通行帯に

入ることはできません（道路交通法第20条の２）。

【留意点】

　路線バス等の専用通行帯や優先通行帯は、通常、道路標

識や標示により適用される時間帯等が指定されています。

道路標識や標示をよくチェックし、専用通行帯や優先通行

帯の時間帯でないかどうかを確認することが大切です。

　路線バス等とは、道路交通法施行令第10条において、路

線バスのほか、通学・通園バス、人又は貨物を輸送する事

業の用に供する自動車で当該道路におけるその通行の円滑

を図ることが特に必要であると認めて公安委員会が指定し

たものとされています。

路線バスの発進妨害の禁止

　路線バスの停留所において、乗客の乗降のために停車し

ていた路線バスが、発進するために進路変更をしようとし

て合図をした場合は、その後方にある車両は、急ブレーキ

や急ハンドルで回避しなければならない場合を除いて、合

図を出した路線バスの発進を妨げてはいけません（道路交

通法第31条の２）。

【専用通行帯の標識】 【路線バス等優先通行帯の標識】

※路線バス等とは、路線バスや

　通学・通園バスなどをいいます。

◆自転車専用レーン（専用通行帯）
　自転車専用レーンとは、自転車以外の車両（軽車両を除く）

の通行が禁止されている通行帯をいいます（道路標識、区

画線及び道路標示に関する命令・規制標示109の6）。ただ

し、駐車場などの道路外施設に入るために右左折する場合

などは通行することができます。

◆自転車ナビマーク
　自転車ナビマークとは、車道の左端に表示されている自転

車の記号や矢印などのマークをいいます。これは上記の自

転車専用レーンとは異なり、法令に基づくものではありませ

ん。自転車は車道通行が原則であるため、その走行ポジシ

ョンを示すために設けられているものです。したがって、自転

車以外の車両が通行しても違反行為とはなりません。

◆自転車レーンなどに駐車しない
　自転車専用レーンに駐車車両があると、自転車の通行を

妨げるだけでなく、進路変更を余儀なくされた自転車を危険

な状況に追い込むことになります。そのため自転車専用レー

ンのある場所は、ほとんどの場合、標識等によって駐車禁止

区間となっていますから、駐車はしないようにします。また、

駐停車禁止区間でない場合には、人の乗降などのための停

車は認められているとされていますが、その場合でも自転車

の通行を妨げるような駐車はやめましょう。自転車ナビマー

クのある道路も同様で、できるだけ駐停車は避けるようにしま

しょう。

◆自転車との間に安全な側方間隔をとる
　自転車専用レーンや自転車ナビマークのある場所を自転

車が通行しているときは、自転車との間に１メートル以上の

安全な側方間隔をとるとともに、高齢者が乗った自転車の場

合は、スピードも落としましょう。

路線バス等の専用通行帯と優先通行帯

　路線バス等については、専用通行帯と優先通行帯が指定

されている道路があります。専用通行帯と優先通行帯では、

路線バス等以外の車の通行方法が異なります。

◆専用通行帯

　標識や標示によって路線バス等の専用通行帯が指定され

ている通行帯は、標識等に示された車の他に小型特殊自動

車、原付バイク、自転車などの軽車両は通行できますが、

それ以外の車は、緊急自動車に進路を譲るときや右左折す

る場合などのやむを得ない場合を除いて、通行することは

できません。

◆優先通行帯

　標識や標示によって路線バス等の優先通行帯が指定され

ている通行帯は、指定された車以外の車も通行できます。

ただし、路線バス等が接近してきたときは速やかに優先通

行帯から出なければなりません。

　また、道路の混雑等により、路線バス等が接近してきた

ときに優先通行帯から出られなくなるおそれがあるときに

は、左折などのやむを得ない場合を除いて、優先通行帯に

入ることはできません。

【留意点】

　路線バス等の専用通行帯や優先通行帯は、適用される時

間帯や曜日が指定されています。日常的に走行している道

路であれば、時間帯や曜日がわかりますが、そうでない場

　路線バス等の範囲については、道路交通法施行令第10条

において、路線バス、通学・通園バスのほか、人又は貨物

を輸送する事業の用に供する自動車で当該道路におけるそ

の通行の円滑を図ることが特に必要であると認めて公安委

員会が指定したものとされています。

路線バス等とは

　路線バス等とは、道路交通法施行令第10条において、路

線バスのほか、通学・通園バス、人又は貨物を輸送する事

業の用に供する自動車で当該道路におけるその通行の円滑

を図ることが特に必要であると認めて公安委員会が指定し

たものとされています。
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